
　

ご
高
承
の
通
り
、
わ
が
国
は
超
少
子
化
の
時
代
に

突
入
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
至
る
と
こ
ろ
に
表
れ

て
い
る
が
、
学
校
、
と
り
わ
け
私
立
大
学
へ
の
影
響

が
顕
著
で
あ
る
。
今
や
過
半
の
短
大
と
多
く
の
四
年

制
大
学
で
入
学
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
お
り
、
二
〇

〇
九
年
に
は
十
八
歳
就
学
人
口
が
百
二
十
万
人
台
ま

で
落
ち
込
み
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
全
入
時
代
」
が
訪

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
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要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性

私
学
で
の
財
政
基
盤
強
化
の
必
要
性

　

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
は
、
私
学
経
営
を
め
ぐ

る
厳
し
い
環
境
の
到
来
を
展
望
し
、
何
よ
り
も
財
政

基
盤
の
強
化
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
学
校

法
人
自
ら
が
�
収
益
事
業
�
を
行
っ
て
い
く
必
要
性

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。私
は
一
九
九
六
年
四
月
、

同
学
校
法
人
よ
り
収
益
事
業
を
担
当
す
る
理
事
へ
の

就
任
要
請
を
受
け
、
以
来
今
年
の
六
月
ま
で
七
年
三

カ
月
の
間
、
事
業
法
人
の
立
ち
上
げ
と
そ
の
後
の
運

営
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
芝
浦
工
業
大
学
が
収
益
事
業
を
起
こ

す
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
と
具
体
的
事
業
の
概
要
を

紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

私
立
大
学
の
経
営
に
お
い
て
は
収
入
の
大
半
は
学

生
か
ら
の
学
費
に
頼
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
収
入
構

造
を
大
き
く
三
つ
に
分
類
す
る
と
、
①
学
生
負
担
金

（
学
納
金
及
び
手
数
料
）
②
社
会
負
担
金
（
補
助
金
及

び
寄
付
金
）
③
大
学
稼
得
金
（
資
産
運
用
収
入
等
）

と
な
り
、
そ
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
％
、
一
五
％
、

五
％
程
度
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

述
の
通
り
、
十
八
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
学

生
数
の
確
保
す
ら
容
易
で
な
く
、
ま
し
て
や
今
後
、

学
費
に
多
く
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
状
況
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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きききききききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益

学
生
が
大
学
か
ら
享
受
で
き
る
便
益

　

芝
浦
工
業
大
学
は
学
生
が
大
学
か
ら
享
受
で
き
る

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
便
益
）
を
次
の
よ
う
な
分
類
で
整

理
し
て
い
る
。（「
芝
浦
工
業
大
学
の
二
十
一
世
紀
戦

略
」
日
経
Ｂ
Ｐ
企
画
発
行
）。

一
、 
大
学
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生

本
人
が
高
度
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
、 �
〇
〇
大
学
の
学
生
で
あ
る
�
と
い
っ
た
ス

テ
ー
タ
ス
に
対
す
る
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。

三
、 
学
問
す
る
喜
び
や
友
人
と
交
わ
る
喜
び
な
ど

楽
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
通
じ
て
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

四
、 
大
学
の
研
究
活
動
が
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
。

　

こ
の
う
ち
、
一
、
二
、
三
は
学
生
本
人
の
利
益
に

直
接
つ
な
が
る
も
の
だ
が
、
四
に
関
し
て
は
必
ず
し

も
個
々
の
学
生
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
こ
で
「
今
後
は
、
学
費
は
あ
く
ま
で
学
生
の

教
育
の
た
め
に
使
い
（
す
な
わ
ち
前
述
の
一
、
二
、

三
の
部
分
）、
研
究
費
（
す
な
わ
ち
前
述
の
四
に
相

当
）
は
、
別
途
大
学
が
自
ら
獲
得
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
の
考
え
が
収
益
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

背
景
で
あ
っ
た
。

　

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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のののののののののののののののののののの

学
校
に
お
け
る
収
益
事
業
の

具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的

　

具
体
的
目
的

　　

そ
こ
で
私
は
、
理
事
就
任
早
々
、
学
校
法
人
内
に

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
収

益
事
業
の
具
体
的
な
目
的
を
次
の
三
点
と
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
一
つ
目
の
目
的
は
「
外
部
資
金

の
獲
得
」
で
あ
り
、
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、
卒
業

生
等
の
「
知
的
資
源
」
を
積
極
的
に
活
用
し
た
事
業

を
展
開
し
た
り
、
学
校
法
人
が
保
有
す
る
固
定
資
産

等
を
利
用
し
て
、
外
部
か
ら
の
収
入
を
獲
得
す
る
こ

と
で
あ
る
。｢

｣

　

二
つ
目
は 
費
用
流
出
回
避 
で
、
今
ま
で
外
部
に
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出
し
て
い
た
業
務
を
収
益
事
業
部
門
で
行
う
こ
と
に

よ
り
、
外
部
へ
の
資
金
流
出
を
回
避
す
る
こ
と
、
そ

し
て
三
つ
目
は
「
業
務
の
効
率
化
」
で
、
職
員
が
担

当
し
て
い
る
業
務
を
収
益
事
業
部
門
に
委
託
し
て
、

学
校
法
人
全
体
の
人
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。

　

ま
た
、
具
体
的
な

事
業
主
体
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
は
、

学
校
法
人
は
限
ら
れ

た
範
囲
で
法
人
の
内

部
組
織
と
し
て
収
益

事
業
部
門
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
（
私
立

学
校
法
第
二
六
条
第

一
項
）。
そ
こ
で
、
当

初
は
収
益
事
業
部
か

ら
始
め
て
収
益
の
増

加
に
あ
わ
せ
て
順
次
、
株
式
会
社
へ
と
展
開
し
て
い

く
案
も
検
討
し
た
が
、
結
局
、
事
業
展
開
な
ど
の
自

由
度
の
高
い
別
会
社
を
設
置
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
と
し
、
一
九
九
八
年
六
月
、
株
式
会
社
エ
ス
ア
イ

テ
ッ
ク
を
設
立
し
た
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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◆
知
的
資
源
活
用
に
よ
る
収
益
事
業

　

同
社
が
こ
れ
ま
で
の
五
年
間
に
行
っ
て
き
た
具
体

的
事
業
内
容
は
次
の
通
り
で
、大
き
く
言
っ
て
①
�
知

的
資
源
の
活
用
�、②
い
わ
ゆ
る�
シ
ェ
ア
ー
ド
・
サ
ー

ビ
ス
�
的
事
業
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

①
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、

　

■
調
査
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

企
業
の
技
術
力
や
製
品
の
性
能
な
ど
の
評
価
、

大
学
の
特
許
技
術
の
市
場
へ
の
橋
渡
し
な
ど

　

■
人
材
派
遣

芝
浦
工
業
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
技
術

系
人
材
の
派
遣
な
ど

　

■
特
別
販
売
業
務

芝
浦
工
業
大
学
が
開
発
お
よ
び
技
術
評
価
し
た

製
品
の
販
売

　

■
イ
ベ
ン
ト
企
画

　
　

講
演
会
な
ど
の
企
画
・
運
営

　

■
出
版
・
翻
訳

　
　

専
門
家
の
監
修
に
よ
る
専
門
書
の
出
版
・
翻
訳

　

②
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、

■
警
備
・
清
掃
・
保
守
管
理
業
務

■
一
般
の
物
品
販
売
業
務

■
印
刷
業
務

■
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
業
務

■
リ
ー
ス
事
業

　

株
式
会
社
エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク
の
業
績
は
、
学
校
法

人
、
後
援
会
（
学
生
の
保
護
者
の
会
）、
校
友
会
（
卒

業
生
の
会
）
等
、
各
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

順
調
に
推
移
し
、
設
立
初
年
度
よ
り
黒
字
を
計
上
、

こ
れ
ま
で
の
五
年
間
の
累
計
で
寄
付
金
を
は
じ
め
と

す
る
、
直
接
・
間
接
の
学
校
へ
の
貢
献
額
は
三
億
円

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
最
新
時
点
で
の

概
要
は
別
図
の
通
り
で
あ
り
、「
大
学
の
研
究
費
の
す

べ
て
を
エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク
で
賄
う
こ
と
」
を
最
終
目

標
と
し
て
い
る
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
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事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
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のののののののののののののののののののの
勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

学
校
・
病
院
等
で
の
収
益
事
業
の
勧
め

　

学
校
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
化
に
加
え
、

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
を
間
近
に
控
え
、
ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
公
立
・
私
立
を
問

わ
ず
顧
客
と
し
て
の
学
生
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
十
全
に

対
応
す
る
う
え
か
ら
も
経
営
の
自
立
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
芝
浦
工
業
大
学
の
試
み
が
少
な
か
ら
ず

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、
病
院
や
各
種
財
団
等
の
公
共
的
色
彩
の
強

い
機
関
に
と
っ
て
も
経
営
強
化
の
一
環
と
し
て
、
収

益
事
業
は
一
考
に
値
す
る
と
思
わ
れ
、
芝
浦
工
業
大

学
と
エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク
の
事
例
が
何
ら
か
の
示
唆
に

な
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
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■知久富男（ちくとみお）
　

・1940年茨城県生まれ。

・1964年富士銀行（現みずほ銀行）

入行。

・1993年富士総合研究所取締役。常

務取締役、専務取締役を経て今年

６月退任。

・1996年から今年６月迄芝浦工業大

学理事（事業担当）を兼任。

・今年７月よりJ U K I ㈱、水道機工㈱

それぞれの監査役および荘銀総合
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